
　

大
和
市
自
衛
隊
協
力
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
深

い
ご
理
解
と
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
の
度
、
佐
藤
前
司
令
官
（
現
海
上
自
衛

隊
補
給
本
部
長
（
十
条
））
か
ら
航
空
集
団
司
令
官
の
任

を
引
き
継
ぎ
、
八
月
四
日
付
、
統
合
幕
僚
監
部
報
道
官

の
職
か
ら
着
任
い
た
し
ま
し
た
眞
木
で
す
。

　

固
定
翼
哨
戒
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
あ
り
ま
す
が
、
厚

木
基
地
に
は
若
か
り
し
頃
、
航
空
集
団
司
令
部
幕
僚
、

第
五
十
一
航
空
隊
に
お
い
て
勤
務
し
た
の
み
で
あ
り
、

久
し
ぶ
り
の
勤
務
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
市
ヶ
谷

等
で
の
勤
務
を
挟
み
つ
つ
、
鹿
屋
、
那
覇
、
八
戸
、
岩

国
と
固
定
翼
部
隊
で
勤
務
し
て
き
ま
し
た
が
、
我
が
国

を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
が
変
化
し
、
海
上
自
衛
隊

の
活
動
範
囲
も
徐
々
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
肌
身
で

感
じ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
海
上
航

空
を
一
手
に
担
う
航
空
集
団
司
令
官
の
任
に
就
い
た
こ

と
は
、
誠
に
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
身
の
引
き

締
ま
る
重
責
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

航
空
集
団
は
、
こ
の
厚
木
に
司
令
部
を
構
え
、
全
国

に
所
在
す
る
七
つ
の
航
空
群
と
七
つ
の
直
轄
隊
を
指
揮

し
、
我
が
国
周
辺
の
海
上
防
衛
の
任
務
を
遂
行
す
る
と

と
も
に
、
ジ
ブ
チ
共
和
国
を
拠
点
と
す
る
海
賊
対
処
活

動
へ
の
Ｐ

－

３
Ｃ
及
び
艦
載
航
空
機
の
派
遣
等
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
平
成
二
十
七
年
度
観
艦
式

に
お
い
て
観
閲
飛
行
部
隊
と
し
て
参
加
し
、
高
い
評
価

を
得
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
任
務
を
確
実
に
遂
行
す
る
た

め
、歴
代
司
令
官
が
掲
げ
て
こ
ら
れ
た
「
精
強
」「
即
応
」

を
方
針
と
し
て
引
き
継
い
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
航
空

集
団
の
任
務
遂
行
を
支
え
る
の
は
、
隊
員
ひ
と
り
ひ
と

り
の
能
力
と
や
る
気
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
隊
員
に

は
、「
技
を
磨
け
」「
挑
戦
」
を
要
望
し
、
活
動
領
域
の

拡
大
や
状
況
の
変
化
の
中
で
も
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
自
ら
の
技
を
磨
き
、
航
空
集
団
を
支
え
る

礎
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
隊
員
が
成
長
し
、
そ
し
て
我
々
が
し
っ

か
り
と
任
務
を
遂
行
で
き
る
の
も
、
基
地
周
辺
の
自
治

体
、
協
力
団
体
等
、
地
元
の
皆
様
の
御
支
え
が
あ
っ
て

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
と
の
礎
も
更
に
強

固
に
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
海
上
自
衛
隊
航
空
集
団
及
び

厚
木
航
空
基
地
に
対
す
る
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
に

重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
大
和
市
自
衛

隊
協
力
会
の
今
後
益
々
の
ご
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
着
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
一
日
付
で
第
四
航
空
群
司

令
部
首
席
幕
僚
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
小
峯
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

大
和
市
自
衛
隊
協
力
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

平
素
か
ら
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
方
が
本
拙
文
を
お
読
み
い
た
だ
い
て
い
る
頃
は

既
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
拝
察
し
、
穏
や

か
な
初
春
を
お
過
ご
し
に
な
ら
れ
る
こ
と
、
加
え
て
平

成
二
十
八
年
が
良
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
て

お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
二
十
七
年
は
、
第
四
航
空
群
に
と
っ
て

大
き
な
二
つ
の
変
化
の
あ
る
年
と
な
り
ま
し
た
。
一
つ

目
は
、
皆
さ
ん
ご
存
知
の
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

国
産
哨
戒
機
で
あ
る
Ｐ

－

１
が
第
四
航
空
群
に
配
備
さ

れ
、
Ｐ

－

３
Ｃ
の
後
継
機
と
し
て
、
主
に
我
が
国
周
辺

海
域
の
警
戒
監
視
な
ど
様
々
な
任
務
を
行
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。
二
つ
目
は
、
昨
年
末
に
第
六
十
一
航
空
隊
に

配
備
さ
れ
た
Ｃ

－

１
３
０
Ｒ
輸
送
機
の
運
用
開
始
に
伴

い
、
第
四
整
備
補
給
隊
に
お
い
て
定
期
整
備
が
開
始
さ

れ
た
こ
と
で
す
。
Ｃ

－

１
３
０
Ｒ
は
硫
黄
島
、
南
鳥
島

等
へ
の
人
員
や
物
資
の
輸
送
を
主
任
務
と
し
て
お
り
、

Ｃ

－

１
３
０
Ｒ
の
整
備
作
業
は
第
四
航
空
群
に
と
っ
て

重
要
な
任
務
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
新
た
な
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
厚
木
航

空
基
地
に
勤
務
す
る
隊
員
が
一
丸
と
な
っ
て
勤
務
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
我
々
は
、
日
々
の
厳
し
い
訓
練
に
励
み
、

い
か
な
る
事
態
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
即
応
体
制
を
維

持
す
る
所
存
で
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
和
市
自
衛
隊
協
力
会
の
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
と
、

会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
ま
し
て
、
着
任
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
和
市
自
衛
隊
協
力
会
の
皆
様
に
は
平
素
か
ら
格
別

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
八
月
三
日
付
で
硫
黄
島
航
空
基
地
隊
司
令

を
拝
命
し
、
海
上
幕
僚
監
部
防
衛
部
施
設
課
施
設
企
画

調
整
官
か
ら
着
任
し
ま
し
た
藤
木
一
佐
で
す
。

　

生
ま
れ
は
兵
庫
県
（
相
生
市
）、
育
ち
は
大
阪
府
（
茨

木
市
）
で
す
が
、
八
年
前
に
神
奈
川
県
（
川
崎
市
）
に

自
宅
を
構
え
る
と
と
も
に
本
籍
も
移
し
た
の
で
、
現
在

は
妻
子
（
長
女
、
長
男
、
二
男
）
と
も
ど
も
神
奈
川
県

民
で
す
。

　

私
は
、
厚
木
航
空
基
地
で
の
勤
務
経
験
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
航
空
部
隊
で
の
勤
務
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

大
湊
、
八
戸
及
び
岩
国
で
経
験
さ
せ
て
頂
い
た
の
で
、

今
回
で
四
回
目
と
な
り
ま
す
。
岩
国
以
来
八
年
ぶ
り
の
航

空
部
隊
勤
務
を
嬉
し
く
思
う
と
と
も
に
そ
の
職
責
の
重
さ

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
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大
和
市
自
衛
隊
協
力
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
格

別
の
御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
一
日
付
で
航
空
プ
ロ
グ

ラ
ム
開
発
隊
司
令
を
拝
命
し
ま
し
た
瀨
戸
で
ご
ざ
い

ま
す
。
第
四
航
空
群
司
令
部
首
席
幕
僚
在
任
中
は
会

員
皆
様
に
は
様
々
な
場
面
で
お
世
話
に
な
り
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
当
隊
は
昭
和
五
十
六
年
に
発
足
し
た

厚
木
プ
ロ
グ
ラ
ム
業
務
分
遣
隊
を
前
身
と
し
、
平
成

十
四
年
三
月
に
開
発
隊
群
（
司
令
部
：
横
須
賀
市
船
越
）

の
隷
下
部
隊
と
し
て
編
成
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
任
務

は
、
海
上
自
衛
隊
が
保
有
す
る
哨
戒
機
等
の
戦
術
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
航
空
機
を
支
援
す
る
地
上
施
設
の
管
制

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
改
善
及
び
維
持
管
理
等
で
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
先
端
技
術
は
日

進
月
歩
で
あ

り
、
着
任
以

来
、
当
隊
の

任
務
の
重
要

性
を
実
感
し

て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
ま

た
、「
航
空

プ
ロ
グ
ラ
ム

開
発
隊
」
と

い
う
隊
の
名

称
か
ら
、
当

隊
は
皆
「
研

究
者
・
学
者

タ
イ
プ
」
の
隊
員
が
勤
務
し
て
い
る
と
連
想
さ
れ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
実
際
は
隊
員
の
ほ
と
ん
ど
が

航
空
機
の
搭
乗
員
及
び
整
備
員
か
ら
構
成
さ
れ
て
お

り
、
航
空
部
隊
と
同
じ
よ
う
な
雰
囲
気
の
中
で
業
務

に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
に
、
当
隊
に
対

す
る
理
解
を
少
し
で
も
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
御
指
導
と
御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
大
和
市
自
衛
隊

協
力
会
の
益
々
の
御
発
展
と
会
員
皆
様
の
御
健
康
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
和
市
自
衛
隊
協
力
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
深

い
ご
理
解
と
格
別
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

八
月
四
日
付
、
第
三
航
空
隊
司
令
を
拝
命
し
、
森
竹

前
司
令
か
ら
そ
の
任
を
引
き
継
ぎ
、
東
京
市
ヶ
谷
の
海

上
幕
僚
幹
部
総
務
課
広
報
室
長
の
職
か
ら
着
任
い
た
し

ま
し
た
平
木
一
佐
で
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

厚
木
航
空
基
地
で
の
勤
務
は
、
平
成
五
年
に
初
の
部

隊
勤
務
と
し
て
第
三
航
空
隊
に
着
任
し
た
の
を
皮
切

り
に
、
以
後
は
東
京
と
厚
木
航
空
基
地
（
第
五
十
一
航

空
隊
、
航
空
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
隊
）
の
行
き
来
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
り
、
厚
木
航
空
基
地
で
の
勤
務
は
十
四

年
を
超
え
、
鳥
取
県
出
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
自
宅

を
鶴
間
に
構
え
、
妻
と
子
供
三
人
が
暮
ら
し
て
お
り

ま
す
。

　

第
三
航
空
隊
は
、
固
定
翼
哨
戒
機
Ｐ

－

３
Ｃ
と
、
全

国
の
航
空
部
隊
に
先
駆
け
て
、
こ
の
三
月
に
導
入
さ
れ

た
固
定
翼
哨
戒
機
Ｐ

－

１
の
二
機
種
を
同
時
に
運
用
す

る
部
隊
で
す
。
Ｐ

－

１
導
入
後
、
早
期
戦
力
化
を
目
指

し
、
隊
員
が
一
丸
と
な
っ
て
様
々
な
課
題
に
挑
戦
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

Ｐ

－

１
は
日
本
の
主
要
会
社
が
開
発
を
分
担
し
て

行
っ
た
、
オ
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
（
純
国
産
）
の
航
空
機

で
あ
り
、
Ｐ

－

３
Ｃ
と
の
大
き
な
違
い
は
、
タ
ー
ボ
・

プ
ロ
ッ
プ
エ
ン
ジ
ン
（
プ
ロ
ペ
ラ
）
を
タ
ー
ボ
・
フ
ァ

ン
エ
ン
ジ
ン
に
変
更
し
た
こ
と
、
搭
載
シ
ス
テ
ム
を
最

新
の
も
の
に
し
て
い
る
こ
と
等
が
あ
り
ま
す
。

　

当
隊
は
こ
の
二
機
種
を
運
用
し
て
、
平
素
か
ら
担

当
す
る
海
域
を
、
三
百
六
十
五
日
休
む
こ
と
な
く
パ
ー

ト
ロ
ー
ル
し
、
必
要
に
応
じ
警
戒
監
視
活
動
を
行
い
、

我
が
国
周
辺
に
お
け
る
周
辺
事
態
に
即
応
す
る
態
勢

を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
海
上
自
衛
隊
、
そ
し
て
厚

木
航
空
基
地
に
対
し
ま
す
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援

に
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
大
和

市
自
衛
隊
協
力
会
の
今
後
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員

の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
着
任
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

  

平
成
二
十
七
年
度

　
　
　
　
　  

自
衛
隊
観
艦
式

　

さ
て
、
硫
黄
島
は
、
厚
木
基
地
か
ら
南
へ
一
二
五
〇

キ
ロ
の
位
置
に
あ
る
離
島
で
あ
り
、
西
太
平
洋
に
お
け

る
航
空
運
用
の
重
要
拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
、
太
平
洋

上
を
飛
行
す
る
航
空
機
に
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
時
の

緊
急
着
陸
場
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
硫
黄
島

に
所
在
す
る
当
隊
の
主
な
任
務
は
、
飛
行
場
機
能
の
維

持
及
び
硫
黄
島
に
飛
来
す
る
航
空
機
に
対
す
る
様
々
な

支
援
で
あ
り
、
特
に
、
硫
黄
島
に
お
い
て
米
海
軍
が
実

施
す
る
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
／
Ｎ
Ｌ
Ｐ
（
空
母
艦
載
機
に
よ
る
、

滑
走
路
上
に
設
定
さ
れ
た
模
擬
甲
板
へ
の
離
着
陸
訓

練
）
へ
の
支
援
は
重
要
な
任
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
硫
黄
島
か
ら
東
へ
一
一
〇
〇
キ
ロ
に
位
置
す

る
日
本
最
東
端
の
島
で
あ
る
南
鳥
島
に
も
当
隊
か
ら
派

遣
隊
を
派
出
し
て
お
り
ま
す
。
南
鳥
島
は
、
近
年
、
広

大
な
排
他
的
経
済
水
域
の
根
拠
と
な
る
「
特
定
離
島
」

の
一
つ
と
し
て
、
海
洋
資
源
開
発
等
の
分
野
で
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
に
も
コ
ン
パ
ク
ト
な
が
ら

航
空
機
の
離
着
陸
施
設
（
も
ち
ろ
ん
海
上
自
衛
隊
の
施

設
で
す
。）
が
あ
り
、
南
鳥
島
航
空
派
遣
隊
は
そ
の
機

能
維
持
を
任
務
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
隊
隊
員
は
、
厚
木
航
空
基
地
に
所
在
す
る
第
四
航

空
群
司
令
部
の
指
導
と
支
援
の
下
、
強
烈
な
陽
射
し
と

多
湿
の
硫
黄
島
で
、
あ
る
い
は
、
絶
海
の
孤
島
の
南
鳥

島
で
、
常
に
飛
行
場
機
能
が
適
切
に
維
持
で
き
る
よ
う
、

そ
し
て
、
飛
来
す
る
航
空
機
に
最
適
な
サ
ー
ビ
ス
が
届

け
ら
れ
る
よ
う
、
日
々
、
知
恵
を
絞
り
、
汗
を
流
し
、

互
い
に
協
力
し
な
が
ら
業
務
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
隊
が
こ
の
よ
う
に
職
務
に

専
念
で
き
る
の
は
、
大
和
市
自
衛
隊
協
力
会
の
皆
様
を
は

じ
め
、
地
元
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
が

あ
っ
て
こ
そ
、

と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

大
和
市
自
衛

隊
協
力
会
の

今
後
益
々
の

ご
発
展
と
会

員
の
皆
様
一

人
一
人
の
ご

多
幸
を
強
く

祈
念
致
し
ま

し
て
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　

十
月
十
八
日
（
日
）

平
成
二
十
七
年
度
自
衛

隊
観
艦
式
が
相
模
湾
に

お
い
て
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
観
艦
式
に

は
海
上
自
衛
隊
の
艦
艇

三
十
六
隻
と
陸
海
空
自

衛
隊
か
ら
の
航
空
機

三
十
七
機
の
ほ
か
、
米

国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

韓
国
、
イ
ン
ド
、
フ
ラ

ン
ス
の
艦
艇
六
隻
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。
同
月
十
二

日
（
日
）、
十
五
日
（
木
）
の
二
回
の
事
前
公
開
の
後
に

観
艦
式
に
臨
み
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
観
艦
式
で
は
天

候
に
恵
ま
れ
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回

は
二
回
事
前
公
開
、
観
艦
式
の
三
日
間
と
も
晴
天
に
恵

ま
れ
絶
好
の
観
艦
式
日

和
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
閲
航
空
部
隊
と
し

て
、
指
揮
官
機
で
あ
る

航
空
集
団
司
令
官
が
搭

乗
し
た
第
五
十
一
航
空

隊
の
Ｐ

－

３
Ｃ
を
は
じ

め
、
初
参
加
と
な
る
第

三
航
空
隊
の
Ｐ

－

１
、

第
六
十
一
航
空
隊
の
Ｃ

－

１
３
０
Ｒ
が
そ
れ
ぞ

れ
厚
木
航
空
基
地
か
ら
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十
二
月

十
一
日（
金
）

～
十
二
日

（
土
）
当
協

力
会
吉
川
章

理
事
以
下

十
二
名
の
会

員
は
、
広
島

県
江
田
島
市

に
所
在
す
る

海
上
自
衛
隊

第
一
術
科
学

校
・
幹
部
候

補
生
学
校
を
研
修
し
て
参
り
ま
し
た
。
出
発
時
は
、
神

奈
川
県
に
時
な
ら
ぬ
大
雨
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
る

中
、
陸
路
新
幹
線
で
広
島
に
向
か
い
呉
を
経
由
し
船
に

て
江
田
島
に
到
着
い
た
し
ま
し
た
。
到
着
後
は
、
大
講

堂
に
お
い
て
、
第
一
術
科
学
校
長 

淵
之
上
英
寿 

海
将

補
と
幹
部
候
補
生
学
校
長 

杉
本
孝
幸 

海
将
補
の
お
出

迎
え
を
受
け
、
来
賓
控
室
に
お
い
て
旧
日
本
海
軍
兵
学

校
時
代
か
ら
の
歴
史
を
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
両
学
校
長
、
宅
間
秀
記
副
校
長
の
ご
説
明
を
頂
き

な
が
ら
、
大
講
堂
ホ
ー
ル
、
幹
部
候
補
生
学
校
庁
舎
・

学
生
館
な
ど
を
見
学
そ
の
他
、
教
育
参
考
館
を
拝
見

江
田
島
基
地
研
修
報
告

飛
び
立
ち
、
観
閲
官
で
あ
る
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
受

閲
飛
行
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
訓
練
展
示
に
お
い

て
は
、
第
三
航
空
隊
の
Ｐ

－

１
が
フ
レ
ア
を
射
出
し
、

観
客
か
ら
「
お
ぉ
ー
！
」
と
い
う
歓
声
が
上
が
り
、
存

在
感
を
示
し
た
と
と
も
に
大
い
に
「
海
上
」
を
盛
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。

　

観
艦
式
の
方
法
と
し
て
受
閲
艦
艇
が
停
泊
し
、
そ
の

間
を
観
閲
部
隊
が
航
行
す
る
停
泊
方
式
が
世
界
的
に
は

多
い
そ
う
で
す
が
、
海
上
自
衛
隊
の
観
艦
式
は
水
上
艦

艇
部
隊
、
潜
水
艦
部
隊
、
航
空
部
隊
が
参
加
し
、
観
閲

部
隊
、
受
閲
部
隊
と
も
航
行
し
な
が
ら
実
施
す
る
難
易

度
の
高
い
航
行
方
式
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
波
、
風

の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
秒
単
位
で
正
確
に
式
典
を
実

施
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
海
上
自
衛
隊
の
実
力
の
一
端

を
皆
様
に
知
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す

さ
せ
て
い

た
だ
き
ま

し
た
。
教

育
参
考
館

は
、
昭
和

十
一
年
に

旧
海
軍
士

官
、
財
界

等
か
ら
の

寄
付
金
に

よ
っ
て
建

て
ら
れ
、

赤
絨
毯
の

階
段
を
上

る
と
そ
こ

に
は
東
郷

平
八
郎
元

帥
の
遺
髪

室
正
面
扉

が
現
れ
、

扉
に
は
日

露
戦
争
に

お
け
る
日
本
海
海
戦
の
場
面
が
模
写
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
と
国
防
を
担
う
様
々

な
幹
部
を
育
成
し
続
け
た
歴
史
の
中
で
、
昭
和
二
七
年

に
海
上
警
備
隊
、
昭
和
二
九
年
に
海
上
自
衛
隊
発
足
と

い
う
経
過
を
た
ど
り
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
継

承
は
、
確
実
に
学
生
へ
伝
わ
り
、
現
在
も
自
ら
消
灯
前

に
五
省
を
発
し
そ
の
日
の
反
省
を
行
っ
て
い
る
と
の
事

で
す
。
外
に
出
て
か
ら
は
、
バ
ス
に
て
戦
艦
大
和
の
主

砲
弾
、
特
殊
船
航
艇
、
戦
艦
陸
奥
の
四
番
主
砲
、
多
く

の
卒
業
生
が
巣
立
っ
て
行
か
れ
た
表
桟
橋
、
生
徒
資
料

館
を
見
学
し
、
初
日
の
研
修
を
終
了
し
ま
し
た
。
翌
日

は
、
呉
の
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
見
学
、
入
館
す
る
と

そ
こ
に
は
、
十
分
の
一
サ
イ
ズ
の
戦
艦
大
和
が
展
示
さ

れ
て
お
り
、
一
同
唖
然
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
隣

接
し
て
い
る
海
上
自
衛
隊
「
鉄
の
ク
ジ
ラ
館
」
を
見
学

し
、
す
べ
て
の
日
程
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
度

の
研
修
に
あ
た
り
、
大
変
お
忙
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

快
く
お
受
け
い
た
だ
き
ま
し
た
淵
之
学
校
長
、
杉
本
学

校
長
、
広
報
係
長
の
田
中
一
尉
を
は
じ
め
関
係
各
位
の

皆
様
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
研
修

で
得
ら
れ
た
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
市
民
の
皆

様
に
広
く
広
報
し
て
ま
い
り
ま
す
。

厚
木
野
球
部
活
動
状
況

「
厚
木
野
球
部
の
紹
介
」

　

初
め
ま
し
て
、「
彩
雲
」
へ
の
記
事
投
稿
を
心
待
ち
に

し
て
い
た
厚
木
野
球
部
で
す
。

　

今
回
が
初
投
稿
と
な
り
ま
す
の
で
、
貴
重
な
こ
の
機

会
に
野
球
部
の
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

さ
て
、
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
に
お
け
る
日
本
代
表
の
健
闘
に
盛

り
上
が
っ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
野
球
人

口
は
プ
ロ
か
ら
草
野
球
ま
で
数
多
で
あ
り
、
読
者
の
皆

様
に
と
っ
て
も
野
球
は
身
近
な
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
自
衛
官
に
も
野
球
好
き
は
多
く
、
厚
木
基

地
内
の
野
球
好
き
が
集
ま
っ
て
結
成
さ
れ
た
の
が
厚
木

野
球
部
で
す
。

　

部
員
数
は
約
三
十
名
で
、
選
手
年
齢
は
十
八
～
四
十
五

歳
と
幅
広
く
、
全
員
が
現
役
で
す
。

　

各
選
手
の
野
球
経
験
も
甲
子
園
経
験
者
か
ら
未
経
験

者
ま
で
幅
広
く
、
米
軍
の
剛
腕
投
手
が
所
属
し
、
話
題

に
な
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

「
活
動
内
容
と
活
動
場
所
」

　

厚
木
野
球
部
は
、「
綾
瀬
市
野
球
協
会
Ａ
ク
ラ
ス
」、「
全

国
官
公
庁
野
球
連
盟
神
奈
川
支
部
」
及
び
「
私
設
さ
わ

や
か
リ
ー
グ
」
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

綾
瀬
市
野
球
協
会
は
四
月
～
十
一
月
に
か
け
て
開
催
さ

れ
、
使
用
球
場
は
綾
瀬
市
「
ゆ
と
り
の
森
ス
ポ
ー
ツ
公
園
」、

「
光
綾
公
園
」
と
基
地
近
辺
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
官
公
庁
野
球
連
盟
は
四
月
に
神
奈
川
県
内
大
型

球
場
で
開
催
さ
れ
、
県
内
唯
一
の
自
衛
隊
チ
ー
ム
と
し
て

出
場
し
て
お
り
ま
す
。
海
上
自
衛
隊
の
名
を
背
負
う
我
々

に
と
っ
て
は
公
務

員
同
士
の
試
合
で

あ
り
、
極
め
て
重

要
な
大
会
で
す
。

　

さ
わ
や
か
リ
ー

グ
は
東
京
都
及
び

神
奈
川
県
の
民
間

チ
ー
ム
（
大
学
生

～
会
社
員
）
十
四

チ
ー
ム
が
参
加
す

る
リ
ー
グ
で
あ
り
、

絶
好
の
広
報
機
会

と
し
て
参
加
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
厚
木
野
球
部
は
「
海
自
厚
木
」
の
文
字
を

ユ
ニ
ホ
ー
ム
の
胸
に
、
そ
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
年
間
約

三
十
試
合
に
臨
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
皆
様
か
ら
の
ご

支
援
の
賜
物
で
あ
り
、
部
員
一
同
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ 

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
も
常
時
更
新

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
試
合
観
戦
に
い
ら
し
て
み

て
下
さ
い
。

厚
木
航
空
基
地
球
技
大
会

　

十
一
月
十
一
日
、厚
木
航
空
基
地
体
育
館
に
お
い
て
、

平
成
二
十
七
年
度
厚
木
航
空
基
地
球
技
大
会
（
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
海
上
自
衛
隊
厚
木
航
空
基
地
所
在
部
隊

か
ら
六
チ
ー
ム
、
さ
ら
に
在
厚
木
米
海
軍
代
表
二
チ
ー

ム
を
含
め
た
八
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
日
頃
の
訓
練
の
成

果
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
競
い
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
競
技
は
八
個
チ
ー
ム
で
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
制
で
、

四
十
歳
以
上
ま
た
は
女
性
い
ず
れ
か
が
、
常
時
コ
ー
ト

に
出
場
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
で

行
い
ま
し
た
。

　

試
合
は
白
熱
し
た
も
の
と
な
り
準
決
勝
の
、『
第
三

航
空
隊
』
と
『
厚
木
航
空
基
地
隊
』
は
、
最
終
セ
ッ
ト

に
も
つ
れ
込
み
ま
し
た
が
、『
第
三
航
空
隊
』
が
『
厚

木
航
空
基
地
隊
』
の
勢
い
を
辛
う
じ
て
抑
え
て
決
勝
戦

に
進
み
ま
し
た
。
三
位
決
定
戦
は
、『
厚
木
航
空
基
地

隊
』
と
前

回
大
会
優

勝
の
『
第

五
十
一
航

空
隊
』
が

行
い
ま
し

た
。『
厚

木
航
空
基

地
隊
』
は

第
一
セ
ッ

ト
を
取
ら

れ
た
も
の

の
、
第
二

セ
ッ
ト
を

取
り
、
さ

ら
に
は
第

三
セ
ッ
ト
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「
阿
波
踊
り
・
リ

ヤ
カ
ー
隊
大
活

躍
」

　

七
月
二
十
五
日

（
土
）、
二
十
六
日

（
日
）「
第
三
十
九

回
神
奈
川
大
和
阿

波
踊
り
」
が
開
催

さ
れ
、
海
上
自
衛

隊
厚
木
基
地
か
ら

は
第
四
航
空
群
司

令
を
連
長
に
「
ち

ど
り
連
」
を
結
成

し
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
徳
島
航
空
基
地
の
「
か
も

め
連
」
と
硫
黄
島
航
空
基
地
の
「
島
ち
ど
り
連
」
も
加

え
米
海
軍
か
ら
の
参
加
者
を
含
め
総
勢
約
一
二
〇
名
が

今
年
も
大
和
市
の
夜
を
よ
り
熱
く
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
翌
週
の
八
月
一
日
（
土
）、
二
日
（
日
）
に
は
、

第
二
十
四
回
東
林
間
サ
マ
ー
わ
ぁ
！
ニ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
、「
ち
ど
り
連
」
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

美
し
く
か
つ
力
強
く
踊
る
隊
員
は
花
形
で
す
が
、
も

ち
ろ
ん
彼
ら
は
頼
も
し
い
裏
方
に
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
厚
木
基
地
上
級
海
曹
会
が
主
体
と
な
っ
て

編
成
す
る
【
リ
ヤ
カ
ー
隊
】
で
す
。
そ
の
仕
事
は
踊
り

手
達
を
補
佐
す
べ
く
先
見
的
に
活
動
し
、
具
体
的
に
は

飲
料
水
や
お
に
ぎ
り
等
の
提
供
や
踊
り
手
の
体
の
手
当

て
の
補
佐
等
を
行
な
う
こ
と
で
す
。

　

い
ず
れ
の
開
催
日
の
当
日
は
、
夏
の
一
番
暑
い
盛
り

の
昼
に
集
合
し
、
飲
料
水
や
器
材
を
準
備
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
連
ご
と
に
人
員
と
器
材
を
配
分
し
、
準
備
を

整
え
出
発
し
ま
し
た
が
、
す
で
に
出
発
前
か
ら
誰
も
が

汗
だ
く
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
連
が
踊
り
の
出
発
位
置
に
到
着
し
た
時

に
は
西
の
空
か
ら
ま
だ
夏
の
太
陽
が
会
場
を
じ
り
じ
り

と
照
り
つ
け
て
い
ま
し
た
。
躍
り
手
達
の
荷
物
を
預
か

り
、
熱
中
症
予
防
の
た
め
に
給
水
支
援
を
行
い
、
そ
し

て
い
よ
い
よ
連
の
踊
り
始
め
と
な
り
ま
し
た
。
リ
ヤ

カ
ー
隊
は
各
連
の
後
に
続
き
短
い
休
憩
の
合
間
に
給
水

支
援
、
壊
れ
た
下
駄
の
交
換
、
血
マ
メ
の
手
当
て
な
ど

を
行
い
な
が
ら
踊
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
を
と
お
し
、
普
段
で
は
な
か
な
か
経
験
で

き
な
い
一
般
の
方
々
と
身
近
に
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
、

ま
た
踊
り
手
と
し
て
参
加
し
た
隊
員
共
々
貴
重
な
経
験

と
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
踊
り
手

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
最
大
限
に
発

揮
し
て
も
ら
う
た

め
、
厚
木
基
地
上

曹
会
は
リ
ヤ
カ
ー

に
荷
物
と
皆
様
の

激
励
を
乗
せ
て
阿

波
踊
り
を
支
援
し

て
参
り
ま
す
。

第
１
回
海
上
自
衛
隊
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

　

平
成
二
十
七
年
九
月
十
五
日
、
千
葉
県
下
総
航
空
基

地
に
近
い
鎌
ヶ
谷
市
民
体
育
館
に
お
い
て
第
一
回
海
上

自
衛
隊
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

厚
木
基
地
チ
ー
ム
は
、
関
東
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
リ
ー

グ
（
第
二
部
）
の
強
豪
チ
ー
ム
で
あ
る
厚
木
マ
ー
カ
ス

所
属
の
隊
員
を
中
心
と
し
た
高
い
レ
ベ
ル
の
チ
ー
ム
で

参
加
し
ま
し
た
。

　

予
想
以
上
の
接
戦
に
隊
員
の
応
援
に
も
力
が
入
り
、

ゴ 

ル 

フ 

大 

会

　

十
月
十
六
日
（
金
）

に
厚
木
基
地
内
米
軍
施

設
の
ゴ
ル
フ
場
に
て
当

協
力
会
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

十
五
名
の
参
加
で
し
た
。

食
事
会
は
、
レ
ス
ト
ラ

ン
の
ナ
イ
ン
テ
ィ
ー
ン

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
皆

さ
ん
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ

り
の
ク
ラ
ブ
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
を
美
味
し
そ
う
に
ほ

お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

サ
ン
デ
ー
ブ
ラ
ン
チ

　

十
月
十
一
日

（
日
）に
厚
木
基

地
内
米
軍
施
設

の
新
し
く
オ
ー

プ
ン
い
た
し
ま

し
た
「
レ
ス
ト

ラ
ン 

ト
リ
ロ

ジ
ー
」
に
て
サ

ン
デ
ー
ブ
ラ
ン

チ
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
い
た
し

ま
し
た
！
二
十

名
の
参
加
で
し

た
！
皆
さ
ん
、

シ
ャ
ン
パ
ン
を

片
手
に
シ
ェ
フ

一
押
し
の
ロ
ー

ス
ト
ビ
ー
フ
を

お
腹
一
杯
に
食

べ
て
い
ま
し
た
。

食
後
は
、
隣
の

フ
ー
ド
コ
ー
ト

に
お
い
て
ア
メ

リ
カ
の
雰
囲
気

で
の
コ
ー
ヒ
ー

を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

も
大
逆
転
し
勝
利
を
つ
か
み
取
り
ま
し
た
。
決
勝
戦

は
、『
第
四
整
備
補
給
隊
』
と
『
第
三
航
空
隊
』
が
行
い
、

第
三
航
空
隊
も
健
闘
し
ま
し
た
が
、
圧
倒
的
な
強
さ
で

第
四
整
備
補
給
隊
が
勝
利
し
、
昨
年
度
の
サ
ッ
カ
ー
大

会
に
引
き
続
き
優
勝
し
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
第
四
整
備
補
給
隊
は
も
ち
ろ
ん
、
参
加
し

た
各
チ
ー
ム
も
選
手
一
人
一
人
の
技
量
は
極
め
て
高

く
、
ま
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
良
く
、
日
頃
の
訓
練
成
果

を
遺
憾
な
く
発
揮
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
チ
ー
ム
は
応
援
を
含
め
一
丸
と
な
っ
て
試

合
に
臨
み
、
白
熱
し
た
大
会
と
な
り
、
厚
木
航
空
基
地

の
よ
り
活
性
化
及
び
隊
員
の
団
結
を
強
固
な
も
の
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

厚
木
基
地
の
大
型
バ
ス
で
会
場
に
の
り
こ
ん
だ
約
四
十

名
の
大
応
援
団
は
声
を
枯
ら
し
て
声
援
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。

　

決
勝
戦
で
は
「
佐

世
保
Ａ
チ
ー
ム
（
お

う
み
・
は
ま
な
・
あ

ま
く
さ
・
佐
指
隊
）」

と
対
戦
し
、
序
盤
は

一

－

一
と
拮
抗
し
た

展
開
に
な
っ
た
も
の

の
、
中
盤
は
順
調
に

得
点
を
重
ね
五

－

二

で
見
事
勝
利
し
、
第

一
回
大
会
優
勝
の
栄

冠
を
獲
得
し
ま
し
た
。

上
曹
会
活
動
状
況
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